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施 政 方 針 

 平成２９年第１回阿久根市議会定例会の開会に当たり，議会

並びに市民の皆様に市政に対する所信を申し述べ，市政への御

理解と御協力を賜りたいと存じます。 

 私は，就任以来，市を取り巻く諸課題に精力的に取り組んで

まいりました。この中で，市政運営の基本としたことは，市民

の皆様との「対話」や「協働」であり，そして，目指すところ

は市民の方々お一人おひとりに，より多くの「笑顔」が生まれ，

広がり，このまちが「笑顔」にあふれることでした。地方創生

の総合戦略に「笑顔あふれる」との言葉を冠したのもこのよう

な思いからであります。 

 平成２８年度は，「まちづくり始動の年」と位置付け，この

総合戦略に基づいて様々な事業を実施してきておりますが，２

期目の任期の折返しを過ぎた今，市民の方々それぞれが豊かな

個性を輝かせ，まちに「笑顔」が広がり，あふれるように取組

を進めてまいりたいと決意を新たにしているところであります。 

 さて，昨年を振り返りますと，４月には熊本地震が発生いた

しました。この地震は，短期間に大きな規模で連続し多くの被

害をもたらしましたが，改めて，犠牲となられた方々に哀悼の

誠を捧げるとともに，被災された方々に衷心よりお見舞いを申
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し上げます。本市では地震発生直後から，職員の派遣を行うと

ともに，物資の提供や義援金の募集など市民の皆様の御協力を

いただきながら各種の支援活動を行ってきたところであります

が，被災地の一日も早い復興を祈っております。 

 また，夏には，南米初のリオデジャネイロオリンピックが開

催され，アスリートの競演は大きな感動を呼び，日本選手の活

躍に国中が湧き立ったところであります。 

 さらに，１０月には，東京工業大学の大隅良典栄誉教授がノ

ーベル生理学・医学賞を受賞され，地道な努力が大輪の花を咲

かせたことに国民はこぞって喝采し，この間の連続しての我が

国の研究者の壮挙に大きく勇気づけられました。 

 一方，国際的には，イギリスのＥＵからの離脱やアメリカの

新政権発足による政治・経済の行方について関心が高まってお

り，今後の動向についても注視していかなければなりません。 

 国内的には，少子高齢化が進行する中，持続的な地域社会を

創るための取組が進められておりますが，地域特性を生かした

豊かなまちづくりが求められております。 

 このような時々刻々に変転する現代社会にあっては，状況を

的確に把握し明日への展望をもって諸課題と向き合うことが必

要でありますが，私は，楽観を戒めて現状を捉え，悲観を排し

て明るい未来を志向することが大事であると考えております。 
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 そして，この基本的な考えに立って，私は，平成２９年度を

「笑顔と夢のまちづくり推進の年」と位置付け，市民福祉の向

上，市政発展に努力してまいる所存であります。 

 「夢」「希望」「笑顔」があふれるまちを目指して，本市の

当面する課題や施策について申し上げます。 

まず，地方創生の取組につきましては，平成２７年度に，

「笑顔あふれる阿久根市まち・ひと・しごと創生人口ビジョン

及び総合戦略」を策定し，平成２８年度から本格的に取組を進

めてきております。地方創生の目指すところは，持続可能で豊

かな地域社会を創ることにあります。 

このことから，平成２８年度は，観光まちづくり戦略の策定

に取り組んでまいりましたが，この戦略に基づき地域資源を生

かした事業を展開し，地域経済の高循環を図ることとしており

ます。また，本市における物産館等の整備につきましては，商

工会議所から提出された南九州西回り自動車道サービスエリア

等建設に関する請願書の議会での採択を受けて，庁内検討委員

会を設置するとともに，必要な調査を行い，可能性や課題を検

討してきたところであります。今後は，その中で明らかになっ

た課題を基に総合戦略や観光まちづくり戦略を踏まえ，関係団

体との連携を図りながら，外部の方を含めた関係者による協議

検討を進め，方向性を見出してまいります。 
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 エネルギービジョンにつきましては，総合戦略において重点

目標に掲げ，平成２８年度に１３人の委員による「阿久根市再

生可能エネルギービジョン策定委員会」を設置したところであ

ります。平成２９年度は，策定したビジョンの具体的な実施方

策について検討を行い，地域資源としての再生可能エネルギー

を生み出し，その地産地消により自然と人が共生できる循環型

社会の構築を目指してまいります。 

これらをはじめとした地方創生の施策につきましては，事業

検証会議による効果の検証を継続的に行い，ＰＤＣＡのサイク

ルを確立して取組を進めることとしております。 

市民交流センターにつきましては，去る２月１３日の市議会

臨時会において，関係議案について議決をいただいたところで

ありますが，平成３０年中の完成を目指して円滑な事業の推進

に努めてまいります。 

阿久根駅前のロータリー整備につきましては，県のにぎわい

回廊整備事業に採択され，県や肥薩おれんじ鉄道との協議を進

めてまいりましたが，今春から本格的に工事が始まることとな

りました。このことは，開館から３周年を迎えるにぎわい交流

館阿久根駅の利用促進に資するものであり，交流の拠点施設と

しての更なる活用を図ってまいります。 

 旧国民宿舎施設の活用につきましては，市の中核的な観光宿
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泊保養施設として再開を実現するため，早期の事業者の選定を

目指してまいります。 

旧阿久根高校跡地につきましては，これまで，活用検討会議

や市議会調査特別委員会において様々な御意見や御提案をいた

だいたところであり，地域の全体的な振興の一環としての活用

方策について検討してまいります。 

 市長と語る会につきましては，この間，各種団体や地域の

方々とテーマを設定して開催してきておりますが，市政やまち

づくりについて建設的で貴重な御意見，御要望をいただいてお

ります。平成２９年度からは，各地域において開催し，市民の

皆様方から多様な御意見をいただきたいと考えております。 

 職員の給与につきましては，引き続き，私の給料を１０パー

セント，副市長の給料を８パーセント，教育長の給料を７パー

セントそれぞれ削減し，一般職員についても，１パーセントか

ら５パーセントまで，平均で約３．１パーセントとなる給料減

額を継続してまいります。 

 また，第６次行政改革大綱に基づいて，事務事業の検証・見

直しを行い，諸課題に適切に対応してまいります。 

 市役所の機構につきましては，介護保険法の改正による介護

に係る地域支援事業の拡充に対応するため，介護長寿課を新設

することとしております。これは，地域包括支援センターの機
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能を充実させるとともに，介護保険と高齢者福祉に関する事務

をそれぞれ他の課から移管集約し効果的に実施しようとするも

のであり，併せて，生きがい対策課を福祉課へ改称し，また，

各種課題に応じた係の新設等も行うこととしております。 

 防災につきましては，熊本地震の発生により，改めて，地域

における「安心・安全」への意識が高まっております。このこ

とから，「自助」「共助」「公助」を基本とした防災意識の向

上を更に図るとともに，状況に即応する防災体制の整備に努め

ます。また，原子力防災につきましても，避難計画等の周知に

努め，引き続き，情報収集・連絡体制の確保など関係機関との

連携を密にしてまいります。 

 次に，本市の振興・発展のための主要なプロジェクト等につ

いて申し上げます。 

南九州西回り自動車道は，出水阿久根道路の野田～高尾野北

インターチェンジ間が来る３月１１日に，高尾野北～出水イン

ターチェンジ間が平成２９年度中に開通する予定であります。

また，阿久根川内道路につきましては，平成２７年に新規事業

化され，現在，阿久根～大川インターチェンジ間の地質調査，

道路設計が進められているところであり，引き続き早期開通を

目指し，整備促進を図ってまいります。 

北薩横断道路は，紫尾道路から南九州西回り自動車道阿久根
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北インターチェンジまでの間の阿久根高尾野道路が新規事業化

され現在測量作業中でありますが，全線の早期開通に向け，県，

北薩空港幹線道路整備促進期成会と連携して整備促進活動を行

ってまいります。 

 肥薩おれんじ鉄道では，観光列車「おれんじ食堂」を中心と

した利用の促進や「ななつ星ｉｎ九州」の乗入れを活用した情

報発信を強化するなど経営改善に努力されているところであり

ます。熊本地震の影響等もあり厳しい経営状況が続いておりま

すが，鉄道を将来にわたり安定的に維持していくため，鹿児島

県全体の枠組みによる支援を継続するとともに，沿線自治体と

連携した利用促進活動に積極的に取り組んでまいります。 

 次に，平成２９年度予算の概要について申し上げます。 

 国においては，一億総活躍社会の実現に向けた施策を推進し，

成長と分配の好循環の実現を図るとともに，財政健全化の達成

を目指し，平成２９年度予算が編成されたところであります。 

 この中で，一億総活躍社会の実現に向けては，地方創生，国

土強靭化，女性の活躍，子育て・介護の環境整備等の取組を進

めていくこととされています。 

また，本市においては，「笑顔あふれる阿久根市まち・ひと・

しごと創生人口ビジョン及び総合戦略」を基に，豊かな地域社

会を形成し，多様な人材の確保を図り，魅力ある就業の機会を
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創出するための取組を推進しているところです。 

これらのことから，平成２９年度の本市の予算は，市民福祉

の増進と持続可能な自治体経営を図るため，マニフェストや総

合戦略に基づき，地方創生に向けた取組を本格的に進めていく

ことを目指し編成しました。 

 以下，マニフェスト目標の「笑顔あふれる夢のまちづくり」

に向けた，歳出予算の重点項目について申し上げます。 

第１は，共生のための「つながり」の支援であります。 

児童発達支援センターとして運営している「こじか」の運営

の充実を図るとともに，地域づくり活動の支援を継続するなど，

家族と地域の「つながり」を大切にしてまいります。 

第２は，産業振興，地域活性化による「にぎわい」の創出で

あります。 

平成２８年度から開始した壮年世代の新規就農者や漁業後継

者に対する就業等支援につきましては，新たな就農者や漁業後

継者の確保を目指し，引き続き取り組んでまいります。 

また，「食のまち阿久根」をＰＲするバーベキュー大会，移住

定住の促進に向けた支援にも引き続き取り組み，「にぎわい」の

創出を図ってまいります。 

第３は，地域資源や地域文化の「育み」の充実であります。 

返礼特産品の拡充による「ふるさと納税」の更なる促進やふ
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るさと納税の活用を含めた阿久根のブランド力強化にも新たに

取り組み，「阿久根ブランド」の確立を進めてまいります。 

また，総合運動公園の改修やＢ＆Ｇプールの活用を通じて，

平成３２年に開催される国民体育大会に向けたスポーツの振興

も進めてまいります。 

第４は，共助のための子育て環境の整備，健康の増進等であ

ります。 

 子ども医療費の無料化や放課後児童クラブの運営等を引き続

き実施するとともに，学校施設の整備なども進め，子育て支援

や教育環境の充実を図ってまいります。 

第５は，「その先へ」のための公共インフラ等の整備でありま

す。 

 市営住宅や都市下水路の整備を進め，住環境の整備を推進す

るほか，道路の維持修繕，改良等も計画的に進めてまいります。  

また，国の原子力発電施設立地地域基盤整備事業交付金を活

用し災害時の避難経路となる道路，橋りょうの整備にも取り組

んでまいります。 

第６は，行財政改革の推進や人材の活用等であります。 

 職員給与等の独自削減の継続等経費の節減に努めるほか，県

との人事交流，国の地方創生人材支援制度の活用，地域おこし

協力隊の活用等を引き続き行うなど，人材育成を図り，豊かな
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故郷を確実に将来に引き継ぐための体制を目指してまいります。  

 一方，歳入におきましては，市税の伸びが期待できない中で，

地方交付税の減少が見込まれるなど厳しい状況が予想されてお

りますが，脆弱な本市の財政構造を踏まえ，引き続き国・県の

補助金等や有利な地方債等を活用するとともに，自主財源の確

保に努めながら，効率的な財政運営を図ることとしております。  

 このようにして編成いたしました平成２９年度一般会計予算

は，前年度対比，３．３パーセント増の１１０億１ ,０００万円

となり，特別会計を合わせますと１８７億９,８６０万４ ,０００

円で，前年度対比０．２パーセントの増となりました。 

 なお，水道事業会計予算は，収益的支出３億５,１３７万５ ,０

００円，資本的支出８,７３０万１,０００円であります。 

 次に，市政の各分野における具体的な課題や施策等について

申し上げます。 

 はじめに，まちづくりに関する事業についてでありますが，

市内各地区では，少子高齢化等により，地域コミュニティ活動

への支障が懸念されております。これまで，地域づくり活動支

援事業を実施し，公益的な取組を支援してきておりますが，今

後も地域の活性化に欠かせない事業として推進してまいります。 

また，本市における定住促進策として，引き続き，移住定住

促進補助事業，定住促進対策木造住宅建築補助事業及び地域支
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え合い定住支援補助事業を実施するとともに，空家等対策計画

に基づき，空き家の有効活用と地域環境の保全に努めます。 

 交通政策につきましては，引き続き，乗合タクシーなどの効

率的な運用を図り，交通不便地域の解消に努めてまいります。 

 次に，福祉についてでありますが，地域福祉の充実を図り，

家族と地域のつながりを一層大切にしながら，市民全員が健康

で笑顔で暮らせるまちづくりに努めてまいります。 

 児童福祉につきましては，未来を担う子どもたちの健全な育

成を，家庭のみならず社会全体で支え合えるよう，子ども・子

育て支援事業計画に沿って，幼児期の教育・保育，地域の子ど

も・子育て支援を総合的に推進してまいります。また，平成 

２９年度は，新たに，学校や仕事に行けない子どもやその家庭

を支援する「居場所づくり」事業を実施してまいります。 

 障がい福祉につきましては，「誰もが，障がいの有無にかか

わらず，等しく基本的人権を享有するかけがえのない個人とし

て尊重されるものである」という障害者基本法の理念の下，障

がい者の自立支援に努めてまいります。また，平成３０年度か

ら始まる障がい者計画・第５期障がい福祉計画の策定に当たっ

ては，障がい児や障がい者の実態調査で課題を明らかにしなが

ら，新たな障がい者福祉政策の検討を進めてまいります。 

 高齢者福祉につきましては，高齢化率が３８パーセントを超
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える本市にあっては，高齢者の活躍なしには地域の活力向上に

つながらないと考えます。高齢者一人ひとりがより充実感を持

った生活を送ることができるように，引き続き，「共助の基盤

づくり事業」「高齢者元気度アップ地域包括ケア推進事業」等

に取り組んでまいります。また，昨年実施した高齢者実態調査

で明らかになった地域課題を踏まえ，新たな高齢者福祉政策の

検討を進めてまいります。 

 生活保護につきましては，最後のセーフティネットとして，

必要な保護を実施するという基本的な考え方を維持しつつ，就

労による自立の促進や医療扶助の適正化等に努めてまいります。

また，引き続き，「生活困窮者自立支援制度」を活用し包括的

な支援体制を構築してまいります。 

 次に，健康・医療について申し上げます。 

市民の健康づくりにつきましては，平成２８年度からスター

トした第２次阿久根市健康増進計画「あくね元気プラン」に基

づき，健康寿命の延伸を目指した取組や健康づくりに着目した

取組を進めてまいります。 

また，特定健診や長寿健診その他各種健診の受診率向上を図

り，がんや生活習慣病予防の啓発に努めます。特に，女性がん

検診では，引き続き節目年齢の無料検診や完全予約制による検

診を実施いたします。さらに，自殺予防対策事業として，ここ
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ろの健康づくりに着目した取組を進めてまいります。 

現在，日常的な健康づくりの一環としてラジオ体操推進事業

を実施しておりますが，来る７月２２日，総合運動公園におい

て，平成２９年度夏期巡回ラジオ体操が開催されＮＨＫで公開

生放送されることが決定しました。ラジオ体操は，持続的に取

り組むことにより生活習慣病の予防や健康維持への着実な効果

が期待できるものであり，このことを契機として更に事業の促

進を図ってまいります。 

国民健康保険につきましては，平成３０年度から運営の責任

主体が都道府県へ移行することに伴い，県において連絡会議等

や専門部会が設置され，保険給付に必要な納付金や標準保険税

率等の協議がなされておりますが，制度の円滑な移行に向けて

更に取組を進めてまいります。また，保険事業の運営につきま

しては，引き続き，特定健診受診による疾病の早期発見，訪問

による早期治療や予防を促すとともに，ジェネリック医薬品の

普及啓発に取り組み，医療費の適正化を図ってまいります。 

介護保険につきましては，高齢者が住み慣れた地域で安心し

て自分らしい生活を続けられるよう，地域包括ケアシステムの

構築に向け，関係機関との連携に努めるとともに，第７期高齢

者保健福祉計画の策定に取り組んでまいります。また，平成 

２９年度から新しい介護予防・日常生活支援総合事業が始まる
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ことから，地域支援事業として本市の実情に応じた多様なサー

ビスを提供できる体制づくりに努めてまいります。 

認知症施策といたしましては，新たに認知症初期集中支援チ

ーム員を配置し人材育成に取り組むとともに，生活支援コーデ

ィネーターを配置し，高齢者の多様な生活支援サービスの充

実・強化を図ってまいります。 

地域医療につきましては，引き続き，夜間一次救急診療所の

運営について内容の周知を行い，二次救急医療を担う出水郡医

師会広域医療センターとの連携を図るとともに，ドクターヘリ

等による救急搬送体制の充実に向け，関係機関との連携の強化

に努めてまいります。 

大川診療所につきましては，現在，週５日の診療体制が定着

し，地域住民のための医療の場を確保しておりますが，経営面

においてなお厳しい状況にあるため，今後の運営の在り方につ

いて検討委員会等を設置し検討してまいります。 

 次に，環境衛生について申し上げます。 

 「自然と共生し快適で住みよいまち」を基本理念に，ごみの

排出抑制，再利用，再資源化の取組を進めてきており，本市に

おけるごみの排出量は減少傾向にあります。特に，この間，大

きな効果をあげている生ごみ堆肥化モデル事業は，平成２９年

度から実施地域を拡大し，「生ごみ堆肥化事業」と名称を変更し，
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より一層の減量化と資源の循環を図ってまいります。 

また，海岸線の環境を守るため，引き続き，海岸漂着物等地

域対策推進事業を実施するとともに，生活排水処理対策として，

小型合併処理浄化槽の整備による公共用水域の保全と生活環境

の向上に努めます。 

 次に，産業について申し上げます。 

 農政につきましては，政府はＴＰＰ協定の発効を目指し農協

改革や農業委員会改革など進めてきておりましたが，アメリカ

合衆国のＴＰＰからの離脱方針により，世界経済に与える影響

が懸念されております。今後予想される様々な課題に対しまし

ては，関係機関や生産者との緊密な連携を図り，地域における

話合いを進めながら，経営の安定や将来への希望が持てる力強

い農業の実現を目指してまいります。 

まず，新規事業といたしまして，県の産地ブランドである

「紅甘夏」，産地化とブランド化を目指す「大将季」，そして，

市の木である「ボンタン」，これらの産地保全を図るため，苗木

購入に対する補助制度を創設いたします。 

また，ハード事業では，平成２８年度に事業採択を受けた阿

久根南部地区をはじめ，各地域の要望について県との連絡調整

を行いながら，より有利な事業を活用して更に農業生産基盤の

整備を図ってまいります。さらに，桐野上地区内の排水路整備
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につきましては，引き続き，県営農村地域防災減災事業を活用

し，土砂崩壊防止工事を計画的に実施してまいります。 

一方，ソフト事業では，多面的機能支払交付金や中山間地域

等直接支払制度等を活用して，水路・農道等の施設の補修・更

新を支援するとともに，農地中間管理事業等を活用した担い手

への農地の集積等を行ってまいります。また，昨年から実施し

ております農林業振興センターでの営農講座や青壮年世代を対

象にした新規就農者への支援を行うとともに，引き続き「食の

まち阿久根」ブランド力強化事業として「バーベキュー大会」

を実施し，「食」のまち阿久根の「うまい」を市内外に情報発信

してまいります。 

畜産業における防疫対策につきましては，鳥インフルエンザ

など，国内や県内の状況なども注視しながら，深刻な事態の発

生を防ぐため，飼養者に対し徹底した衛生管理基準の厳守を求

め，感染防止に努めてまいります。 

農業委員会につきましては，農業委員会法の改正に伴い，委

員の選出方法が議会の同意を要件とする市長の任命制に変更さ

れ，併せて，新たに農地利用最適化推進委員が設置されること

になりますので，農業委員会の主たる使命である各地域におけ

る農地利用の最適化を推進してまいります。 

林業振興につきましては，計画的な間伐の推進が喫緊の課題
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となっておりますが，一部市有林の経営を林業事業体に委託し

間伐の推進を図るなど森林の整備を進めてまいります。 

また，ＣＬＴ（直交集成板）を活用した建築物や木質バイオ

マスの原料などとしての木材の需要が高まっており，林業にお

ける雇用創出や関連産業の振興が期待されるところであります。 

さらに，タケノコの産地化の推進のため，竹林改良促進事業，

作業道急坂局部舗装事業等を積極的に行ってまいります。 

有害鳥獣対策につきましては，引き続き，農林産物の被害軽

減を図ることを目的として，適正かつ効果的な事業の実施に努

めてまいります。 

水産業につきましては，引き続き，磯焼け対策事業や稚魚放

流事業，魚価の安定化に資する鮮度保持対策事業や栽培漁業セ

ンターによる種苗生産体制などの充実に努めてまいります。ま

た，新規後継者の就業を支援するとともに，「安心・安全な水産

物」の情報発信等魚価の向上を図る取組も進めてまいります。 

商工業の振興につきましては，地域経済の活性化を図るため

に「あくね応援寄附金特産品返礼事業」による寄附金目標額を

１億２,０００万円とし，返礼品の拡充やＰＲ活動により一層力

を注いでまいります。 

特産品等の販路拡大につきましては，商談会や物産展等への

出展支援を継続するとともに，都市部でのプロモーションによ
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り，阿久根食材のＰＲに努め，販路拡大を目指します。 

本市唯一の高校である鶴翔高校では，特色ある活動を通じて，

これまで魅力ある商品開発がなされ，地域資源として発信され

ているところであります。特に，最近では，ジビエ料理にも取

り組み，「旨
うん

鹿
まか

コンフィ」やＪＲのななつ星でも提供されている

「旨
うん

鹿
まか

ＧＩＢＩＥＲ
ジ ビ エ

」などの新商品も開発されております。市

では，これらの商品開発や地域特性を生かした諸活動を引き続

き広く支援して，次代を担う人材の育成を図るとともに，地域

の活性化に繋げてまいります。 

観光につきましては，観光まちづくり戦略に基づき，観光コ

ンテンツの充実や受入環境整備などの取組を進めながら，食の

イベント等による交流人口の増加を目指し，「食のまち阿久根」

としての認知度を向上させてまいります。 

特に，平成３０年は，明治維新１５０年という節目の年であ

り，鹿児島県全体で盛り上がりをみせておりますが，本市にお

いても，維新の立役者の一人である寺島宗則について，郷土の

誇りとして歴史資源活用に向け機運の醸成を図ってまいります。 

民泊につきましては，受入体制の充実を図りながら教育旅行

の受入れを継続するとともに，体験型観光につきましても，農

林水産業関係者等との連携によるメニューづくりに努めてまい

ります。 
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イベントにつきましては，５月の「はな＊ＨＡＮＡ＊華まつ

り」を「みどこい春まつり」としてリニューアルし，夏まつり，

秋まつりと合わせて，にぎわいの創出に努めるほか，地域独自

の取組に対しては積極的な支援を行ってまいります。 

次に，土木について申し上げます。 

国の交付金を活用した社会資本整備事業では，引き続き，舗

装修繕事業として牧内桑原城線ほか３線を，通学路交通安全対

策事業として奥木場線ほか１線のカラー舗装を，それぞれ実施

してまいります。また，老朽化した橋りょうについても，橋り

ょう長寿命化修繕計画に基づき，年次的に改修してまいります。 

道路の新設改良事業につきましては，槝之浦深田線の改良工

事を実施し，折口大辺志線では，引き続き，用地購入と立竹木

等の補償及び改良工事を行い，また，不動下線では，用地購入

と立竹木等の補償を行ってまいります。さらに，尾城線，愛宕

鼻線，上原桐野線の改良を進めてまいります。 

公園の整備につきましては，長寿命化計画に基づき，老朽化

に伴う市街地の公園の遊具施設の改修を進め，地域住民の憩い

の場としての活用に努めてまいります。 

また，大丸地区の都市下水路整備による排水対策や市道琴平

浜中央線などの歩行者に配慮した道路整備も引き続き行ってま

いります。 
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都市計画につきましては，阿久根北インターチェンジ周辺及

び国道３８９号を中心とした脇本地区の一部の都市計画区域へ

の編入と，現在の都市計画区域の境界を道路や河川などの地形

地物に改める手続を進めてまいります。 

 さらに，かごしま国体のボクシング競技会場として予定され

ている総合体育館の周辺の整備を進めるとともに，駐車場用地

の購入・整備も図ってまいります。 

市営住宅につきましては，建設中の寺山住宅６号棟は，本体

工事終了後，屋外電気・給排水設備や駐車場などの整備を行い，

平成２９年度中の入居に向けて事業を進めてまいります。また，

公営住宅等長寿命化計画に基づき，老朽化した木造住宅の解体

のほか，計画的な改修を進めてまいります。特に，春畑住宅で

は，簡易水洗化を実施し環境の整備に努めます。 

民間住宅の防災・環境保全につきましては，危険空家等解体

撤去事業や民間木造住宅耐震事業，がけ地近接等危険住宅移転

事業を積極的に推進してまいります。 

次に，消防について申し上げます。 

 国内においては，熊本地震，新潟県糸魚川市の大規模火災の

発生など，年々，災害の態様も複雑多様化しております。 

このことから，これらの災害等に適応した消防防災体制の充

実と有事における迅速で的確な消防活動が求められてきており
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ます。特に，高齢化が進む本市においては，災害時の住民の安

全な避難対策が重要であります。これらに対応するため，防災

力の一層の強化に向け，消防車両や資機材の計画的な整備・更

新を進めるとともに，消防団員の安全確保のための装備の改善

を図るほか，消防団員幹部への教育訓練の充実に努めます。 

さらに，消防署と連携して，応急手当の普及啓発を行うなど，

救命率の更なる向上に取り組んでまいります。 

次に，教育について申し上げます。 

教育行政につきましては，総合教育会議を通して教育委員会

と連携した取組を進めるとともに，教育施策大綱に基づき，「郷

土の教育的伝統や風土を生かした全人教育・生涯教育の推進に

努める」ことを基本目標とし，各施策に取り組んでまいります。 

 また，少子化等による学校の小規模化が進行していることか

ら，学校規模適正化協議会を設置するとともに，保護者や地域

の方々と意見交換を行いながら，児童生徒の教育環境や学校の

在り方について検討してまいります。 

学校教育におきましては，基礎学力の確実な定着を図るとと

もに，たくましい気力・体力に満ちた児童・生徒の育成を目指

してまいります。具体的な取組としては，基礎学力の定着度を

更に高める教科学習，道徳的実践力を培う体験活動や地域貢献

活動，そして学校行事等の充実を図ることとしています。また，
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これらの活動を取り入れた「土曜授業」も実施してまいります。 

さらに， 

第１に，「心の教育」の推進及びスクールカウンセラーの活用

等による生徒指導上の諸課題の解決 

第２に，未来をひらく「阿久根っ子」事業による体験活動の

充実や児童・生徒の見守り活動等による支援 

第３に，きめ細かな指導等のための教育支援教員等の配置 

の３点について充実させてまいります。 

 生涯学習につきましては，市民の多様な学習ニーズに対応し

ながら，生涯学習推進体制の機能強化，学習機会の拡充，青少

年の健全育成に取り組むとともに，市民誰もが学習の成果を活

用できる機会の創出に取り組んでまいります。 

文化の振興につきましては，芸術・文化活動の普及と向上に

努め，郷土芸能や文化財の保存・活用を図り，文化の薫り高い

まちづくりを推進してまいります。 

スポーツの推進につきましては，市民の健康増進，体力及び

競技力の向上を目的とし，生涯スポーツの更なる推進を図るた

め，関係機関との連携を密にしてまいります。また，スポーツ

を通じた交流人口の増加を図るため，各種大会やイベントの開

催，スポーツ合宿の誘致等に取り組んでまいります。 

さらに，２０２０年開催のかごしま国体に向けて，選手の育
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成やボクシング競技開催予定地としての体制づくり，そして，

基金の造成等による運営準備や施設整備を進めてまいります。 

学校給食センターでは，「安心・安全で栄養豊かなバランスの

とれたおいしい学校給食」を供給することを目標に，食の安全

確保に一層取り組んでまいります。 

 次に，水道について申し上げます。 

 安全で良質な水道水を安定的に供給するという使命のもと，

市民生活の根幹をなすライフラインの確保と生活環境の向上を

目指し，効率的な管理運営と健全経営に努めてまいります。 

 上水道事業では，第６次拡張事業の完了により，水道施設の

安全管理体制が整いましたが，引き続き老朽管の更新を行い，

安定供給の体制強化に努めてまいります。 

 簡易水道事業につきましては，事業の統合計画等に従い，脇

本地区，大川・尻無地区に続き黒之瀬戸地区の整備が平成２８

年度に完了予定であり，さらに，平成２９年度は中部地区の整

備を進めることとしております。 

 以上，市政の推進に当たっての所信を申し述べましたが，平

成２９年度は，これまで播いてきたまちづくりの「種」を大切

に育て，「花」を咲かせ，やがて「実」を結ぶように，「笑顔と

夢のまち」を目指していかなければなりません。 

 そのためには， 
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「ミッション」 志を高く掲げ， 

 「パッション」 情熱をもって愚直に， 

 「コミュニケーション」 思いを寄せ合いながら， 

取組を進めていくことが求められております。 

現代社会は，日々に変動著しい状況にありますが，その中に

あって，私は，いたずらに時流に流されることなく，未来を見

据え，このことをまちづくりの「要訣」として常に心に置いて

まいりたいと考えております。 

そして，市民の皆様お一人おひとりに「夢」と「希望」が広

がり，「笑顔」があふれるまちの実現に向け，ひたむきに歩を進

めていく所存であります。 

 議会をはじめ，市民の皆様の一層の御理解，御協力をお願い

申し上げ，私の施政の方針といたします。 



 


